
室内環境中の微生物発育速度･MVOC 放散のモデリングと数値予測手法の開発 (その 2) 
各種真菌由来の MVOC 放散量の湿度依存性に関する検討 
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1.  序 
本報では前報(その 1)に引き続き、3 種類の真菌に由来するMVOC
成分の湿度依存性に関する検討を行う。 
2.  対象とする微生物 
前報(その 1)と同様にAlternaria alternata (NBRC 31805)、Eurotium 
herbariorum (NBRC 33235)ならびにAspergillus penicillioides (NBRC 
33024)の 3 種類の真菌を対象とする。 
菌株一覧、培養条件は前報と同様であり、真菌はガラスシャーレ

を用いて PDA 培地に接種し、28℃に制御したインキュベータ内に

て 14 日間培養したものを実験に使用する。Eurotium herbariorum
に関してのみ培地にグルコース(全体量の 20%)を添加している。 

3.  実験概要ならびに実験ケース 
本報では MVOC 測定用チャンバーに供給する空気の湿度条件の

みを変化させて実験を行う。湿度条件は前報で報告した Rh 90%
の条件の他、Rh 0%の条件を追加してケースを設定する。実験ケ

ース一覧を表 1 に示す。供給空気を含む雰囲気温度は 28℃一定に

制御している。 
その他の実験条件は前報(その 1)と同様である。また実験は同条件

で 2 回繰り返して行う(N=2)ことで再現性の確認を行っている。ま

た、培養期間･サンプリング時間を含めた実験スケジュールを図 1
に示す。 
4.  サンプリング･分析条件 
前報と同様にTenax TA (Gestel, 80/100 mesh)を用いて 350 [cc/min]
の割合で計 500 [L]のアクティブサンプリングを行う。一度のサン

プリングは約 24 時間となる。サンプリングは続けて 2 回行うこと

で、MVOC 放散量の時系列変化の検討を行う。 

5.  実験結果 
5.1  Back Ground 濃度測定結果 
本報で示す実験系においても前報と同様に Background の化学物

質の確認を行うと共に、MVOC と同様の基を有する Background 
VOC レベルを把握するため、ガラスシャーレに PDA 培地のみを

用意したブランク条件でのサンプリングを行っている。既往研究

で指摘されている MVOC 成分は検出限界以下であり、その他の

Background VOC レベルもMVOC 測定に問題とならないレベルで

あることを確認している。 

5.2  MVOC 測定結果 
各ケースにおける MVOC 成分測定結果をクロマトグラフとして

図 1～図 3 に示す。Rh 90%の実験結果は前報(その 1)で示した結果

を再掲したものである。 
(1) Case1 (Aleternaeia alternata) 
Aleternaeia alternataを対象とした測定結果を図1(1)～(4)に示す(図
1 のみ縦軸のスケールが異なる)。湿度条件にかかわらず、MVOC
成分として、1-Octen-3-ol、3-Octanone が検出された。Aleternaeia 
alternata は好湿性の真菌であることからRh 0%の条件と比較して、

Rh 90%の条件において相対的にMVOC 放散量が大きくなる結果

となった。また、特に高湿度の条件下(Rh 90%)において、1 回目

のサンプリングと比較して 2 回目のサンプリングにおいて、すな

わち時間が経過するに従い、MVOC 放散量は減少する傾向が観察

される。また、Aleternaeia alternata から検出されたMVOC 放散量

は、全 3 種類の真菌中で最も小さい結果となった。 
(2) Case2 (Eurotium herbariorum) 
Eurotium herbariorumを対象とした測定結果を図2(1)～(4)に示す。 
MVOC 成分として、Ethanol、2-Pentanone、1-Octen-3-ol、3-Octanol
の 4 種が検出され、全 3 種類の真菌中で最多となった。Eurotium 
herbariorum はRh 0%、Rh 90%の両実験環境下においてMVOC 放

散量に大きな差が現れなかった。時系列変化においても大きな差

は見られないが、低湿度条件(Rh 0%)において、若干の減少傾向が

観察できる。 
(3) Case3 (Aspergillus penicillioides) 
Aspergillus penicillioides を対象とした測定結果を図 3(1)～(4)に示

す。MVOC 成分として 1-Octen-3-ol、3-Octanone の 2 種類の成分

が同定された。Aspergillus penicillioide の各 MVOC 成分の発生量

は全実験ケース中で最大となった。Aspergillus penicillioide は耐乾

性であり、低湿条件(Rh 0%)においても一定の代謝が行われた可能

性が高い。またMVOC 放散量の湿度依存性は明確には現れていな

い。Aspergillus penicillioides は相対的に胞子生産能力が高く、サン

プリング期間中においても増殖・成長が継続して行われ、それ故

MVOC 放散量が大きくなったと考えられる。 

5.3  考察 
今回の実験条件はRh 0%と Rh 90%という極端な条件設定であっ

表 1 実験ケース 
ケース 対象真菌 温度 湿度 

Case 1-1 Rh 90 [%] 
Case 1-2 

Alternaria alternate 
(NBRC 31805) Rh  0 [%] 

Case 2-1 Rh 90 [%] 
Case 2-2 

Eurotium herbariorum  
(NBRC 33235) Rh  0 [%] 

Case 3-1 Rh 90 [%] 
Case 3-2 

Aspergillus penicillioides  
(NBRC 33024) 

28 [℃] 

Rh  0 [%] 
 
表 2 実験のタイムスケジュール 
←      培養期間     → ←     実験期間     → 

14 日間 Sampling1：
24 時間 

Sampling2：
24 時間 

温度条件 温度条件 
28℃ 28℃ 28℃ 

湿度条件 湿度条件 
→ Rh 90 % Rh 90 % 

制御無 
→ Rh 0 % Rh 0 % 
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たが、真菌の最適成長湿度条件に近い高湿度側の実験ケースでは

MVOC 放散量が増加する傾向が観察された。今後は、真菌ごとに

湿度条件を変化させ、各真菌の最適成長条件範囲内での実験を行

う必要性がある。 
6. 結論 
(1) 供給空気の相対湿度を 0 [%]ならびに 90 [%]の条件において 3
種類の真菌から放散されるMVOC 成分の定性を行うと共に、発生

量の相対的な比較を行った。 
(2) 設定した高湿度 (Rh 90%)条件が最適成長湿度条件に近い

Aleternaeia は、高湿度側のケースではMVOC 放散量が増加する傾

向が観察されたが、その他の真菌はMVOC 放散量に関して、明確

な湿度依存性は観察されない結果となった。 
(3) 今後は、更に湿度条件設定を密に行うと共に、温度条件を変化

させたケースも設定することで、各種真菌からのMVOC 放散量の

測定を行う予定である。 
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(2) Case 1-1 (Rh 90 [%], 24～48 [h] Sampling) (2) Case 2-1 (Rh 90 [%], 24～48 [h] Sampling) (2) Case 3-1 (Rh 90 [%], 24～48 [h] Sampling) 
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(3) Case 1-2 (Rh 0 [%], 0～24 [h] Sampling) (3) Case 2-2 (Rh 0 [%], 0～24 [h] Sampling) (3) Case 3-2 (Rh 0 [%], 0～24 [h] Sampling) 

0.0E+0

2.0E+5

4.0E+5

6.0E+5

8.0E+5

0 10 20

Abundance

R.T[min]
0.0E+0
2.0E+6
4.0E+6
6.0E+6
8.0E+6
1.0E+7
1.2E+7
1.4E+7

0 10 20

Abundance

R.T[min]
0.0E+0
2.0E+6
4.0E+6
6.0E+6
8.0E+6
1.0E+7
1.2E+7
1.4E+7

0 10 20

Abundance

R.T[min]
 

(4) Case 1-2 (Rh 0 [%], 24～48 [h] Sampling) (4) Case 2-2 (Rh 0 [%], 24～48 [h] Sampling) (4) Case 3-2 (Rh 0 [%], 24～48 [h] Sampling) 
図 1 Case1 (Aleternaeia alternata) 図 2 Case2 (Eurotium herbariorum) 図 3 Case3 (Aspergillus penicillioides) 
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